
レーザー光線が不妊治療にも効果があることが明らかになって

きています。

内科的レーザー（低反応レベルレーザー治療：ＬＬＬT）と呼ばれ

る、身体を傷つけたりすることのない弱いレベルのレーザーを使

用することにより、血行改善、新陳代謝の活性化を促し、卵子の

質の向上、子宮内膜の増加、妊娠率の上昇に有効であるといわ

れています。

近赤外線という、私たちが日常浴びている光の一つで、大きな

副作用の報告はなく、施行中の痛みもありません。治療用レー

ザーとして厚生労働省の承認を得た機械を使用します。

以下のような効果が報告されています。
・ホルモンバランスの改善 ・疲れにくくなる
・子宮、卵巣の血流増加 ・冷え症の改善
・子宮内膜が厚くなる ・肩こり、腰痛の改善
・卵子の質がよくなる など

レーザー治療をご希望される方は、初回までに医師の問診、及び同意書の提出が
必要です。癌の既往のある方、ペースメーカー装着の方、妊婦さんには施行して
おりません。

具体的な方法：

１ ベッドに仰向きになり、首にレーザーを照射しなが
ら、首のストレッチを行います。

２ 首にレーザーを照射したまま、肩、お腹、背中の筋
肉もほぐしていきます。

３ おへその周囲4か所にレーザーを照射します。

以上を約20分かけておこないます。
施行前後に問診を行います。

レーザー治療のご案内110124-D(A)

レーザー治療実施日：火/ 水 /木 /金（隔週）/土
費用：１回 5250円（所要時間：約30分）

予約制となっておりますので、電話（078-392-8723）、
当院フロントにてお尋ねください。

週1回ペースで、最低4－5回続けていただくことをお勧めしていますので、継続での治療
をご希望の方は、週1回、曜日と時間枠を固定で予約していただいております。
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